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広 報 さ か え平成28年12月1日 （2）

　

11
月
19
・
20
日
の
2
日
間
44
年
ぶ
り

の
S
L
が
栄
村
を
走
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
S
L
を
一
目
見
よ
う
と

森
宮
野
原
駅
に
は
大
勢
の
方
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

汽
笛
の
音
で
一
気
に
会
場
の
注
目
を

浴
び
、
徐
々
に
大
き
く
な
る
車
輪
の
音

や
黒
い
煙
が
見
え
て
く
る
と
会
場
で
は

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
に
到

着
す
る
と
写
真
を
撮
る
方
や
、
手
を
振
っ

て
出
迎
え
を
さ
れ
る
方
な
ど
終
始
歓
迎

ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
の

演
奏
や
、
森
地
地
区
と
宮
野
原
地
区
の

皆
さ
ん
で
結
成
さ
れ
た
五
弦
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
大
正
琴
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。 森

宮
野
原
駅
に
お
い
て

お
も
て
な
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲五弦会の皆さんによる大正琴の演奏

▲森宮野原駅にてSLお出迎え

▲栄ふるさと太鼓による演奏



（3） 平成28年12月1日広 報 さ か え

　

11
月
24
日
（
木
）
志
賀
高
原
地
区
山

岳
遭
難
防
止
対
策
協
会
栄
班
に
飯
山
警

察
署
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
遭
対
協
で
は
、
平
成
28
年
秋
シ
ー

ズ
ン
に
お
い
て
、
苗
場
山
で
の
深
夜
の

救
助
作
業
を
始
め
、
多
発
遭
難
に
対
し

て
積
極
的
か
つ
献
身
的
な
活
動
で
、
遭

難
者
の
捜
索
や
、
救
助
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
金
）
栄
村
関
西
の
会
よ

り
10
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
毎
年

10
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
教
育
分
野
で

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
25
日
（
金
）
長
野
市
に
在
住
の

飯
塚
英
春
氏
よ
り
秘
境
秋
山
郷
の
魅
力

を
収
め
た
写
真
集
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
集
は
著
者
で
あ
る
飯
塚
氏

が
秋
山
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
か
ら

四
十
数
年
の
歳
月
を
か
け
て
記
録
さ
れ
、

「
今
の
瞬
間
（
と
き
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
贈
呈
先
（
計
1
5
0
冊
）

・
栄
小
学
校
・
中
学
校　

1
3
2
冊

・
栄
村
教
育
委
員
会　
　

2
冊

・
栄
村
議
会
議
員　
　
　

13
冊

・
そ
の
他　
　
　
　
　
　

3
冊

※
こ
の
写
真
集
は
物
産
館
ま
た
た
び
及

び
（
一
財
）
振
興
公
社
で
販
売
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
4
日
（
金
）
秋
山
郷
国
道
期
成

同
盟
会
・
群
馬
県
中
之
条
町
町
長
及
び

議
員
の
方
々
に
よ
る
国
道
4
0
5
号
未

開
通
区
間
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
4
0
5
号
線
は
群
馬
県
吾
妻
郡

中
之
条
町
を
起
点
と
し
新
潟
県
上
越
市

を
終
点
と
す
る
国
道
で
す
。

　
で
す
が
現
在
中
之
条
町
か
ら
当
村
秋

山
地
区
の
間
は
国
道
に
指
定
さ
れ
て
な
く
、

現
状
登
山
道
と
し
て
歩
行
の
み
通
行
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
未
開
通
区
間
を
開
発
し
車
の
通

行
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
現
在
志
賀

経
由
で
群
馬
県
へ
移
動
し
て
い
る
移
動

時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

遭
対
協
へ
感
謝
状

栄
村
関
西
の
会
よ
り

　
　
　
　
　
　
寄
付
金

「
秘
境
秋
山
郷
マ
タ
ギ
の
里 

苗
場
山
天
空
の
楽
園
」

写
真
集
贈
呈

国
道
4
0
5
号

　
未
開
通
区
間
現
地
調
査▲未開通区間である登山道を実際に歩く

▲写真右　飯塚英春氏
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11
月
9
日
（
水
）
栄
小
学
校
の
6
年

生
15
名
が
自
ら
の
卒
業
証
書
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

使
用
し
た
内
山
紙
は
伝
統
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
信
濃

国
高
井
郡
内
山
村
（
現
在
の
下
高
井
郡

木
島
平
村
内
山
地
区
）
の
萩
原
喜
右
ヱ

門
が
美
濃
の
国
で
製
法
を
習
得
し
て
す

い
た
の
が
、
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

奥
信
濃
で
紙
の
製
造
が
普
及
し
た
の

は
、
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
信

濃
一
帯
の
農
家
の
冬
季
の
副
業
と
し
て

適
し
て
い
た
こ
と
、
強
靱
な
障
子
紙
の

需
要
が
地
元
や
隣
接
す
る
国
で
高
く
現

金
収
入
に
結
び
つ
い
た
こ
と
、
そ
し
て

内
山
紙
の
特
徴
で
あ
る
こ
う
ぞ
を
雪
に

さ
ら
す
た
め
に
雪
が
役
立
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
一
人
一
人
紙
す
き
を

体
験
し
、
自
ら
の
手
で
卒
業
証
書
と
な

る
和
紙
を
丁
寧
に
す
い
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
卒
業
証
書

の
完
成
に
心
を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

▲出来上がりに期待が高まります。

▲水の冷たさに苦労しました。

▲一人一人丁寧な指導のもと仕上げます。

▲緊張した面持ちで紙すきを体験

伝
統
を
学
び
、感
じ
、作
る

自
分
だ
け
の
卒
業
証
書
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11
月
3
日
（
木
）
今
年
は
村
制
60
周

年
と
い
う
こ
と
で
、
栄
村
出
身
者
及
び

栄
村
で
働
い
て

い
る
方
に
限
定

し
、
大
き
く
4

地
区
に
分
け
て

熱
い
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
天

候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
青

空
が
出
る
展
開

と
な
り
全
試

合
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
多
く
の
協
賛
金
を
い
た
だ
き

大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
昼

に
は
キ
ノ
コ
汁
等
が
振
る
舞
わ
れ
文
化

の
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
運
動
と
食

欲
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

◇
試
合
結
果

　

優　

勝　

東
部

　

準
優
勝　

西
部
ス
タ
ー
ズ

　

3　

位　
一
樹
と
ゆ
か
い
な
横
泉
箕

　

4　

位　

 

豊
栄
・
水
内

　

10
月
27
日
（
木
）
に
役
場
議
場
兼
大

会
議
室
に
て
「
狩
猟
時
期
に
お
け
る
安

全
狩
猟
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
北
信
地
方
事
務
所
鳥
獣

対
策
専
門
員
の
松
尾
専
門
官
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
鳥
獣

の
生
態
や
、
被
害
対
策
に
つ
い
て
講
習

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
山
林

で
の
危
険
性
や
注
意
点
を
、
今
一
度
よ

く
理
解
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
15
日
か
ら
猟
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

猟
友
会
の
皆
さ
ん
や
キ
ノ
コ
採
り
を
す

る
人
な
ど
、
山
林
で
の
活
動
が
今
後
、

活
発
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

山
に
な
い
色

の
服
を
着
た

り
、
鈴
な
ど
の

音
の
出
る
も
の

を
所
持
し
て
存

在
を
示
し
、
鳥

獣
被
害
等
に

遭
わ
な
い
様
、

十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
10
日
（
木
）
栄
小
学
校
の
児
童

を
対
象
に
ク
マ
に
つ
い
て
の
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
講
師
と
し
て
信
州
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
研
究
会
の
方
々
を
招
き
、
ク
マ
の

種
類
や
生
息
地
・
体
の
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
学
習
を
始
め
、
後

半
は
「
ク
マ
に
会
わ
な
い
準
備
」
や
「
ク

マ
に
あ
っ
た
際
の
対
処
法
」
な
ど
演
習

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
は
人
里
で
も
頻
繁
に
ク
マ
の
目

撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
害

も
出
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
13
日
（
日
）
さ
か
え
倶
楽
部
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
村
制
60
周
年
記
念
共

催
事
業
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ａ
・
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
で
は
信
州

プ
ロ
レ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
試
合
が
行

わ
れ
、
第
64
代
横
綱
の
曙
も
参
戦
し
、

終
始
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

栄
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催

狩
猟
の
安
全
講
習
会
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

ク
マ
に
つ
い
て

　
　
　
　
学
習
し
ま
し
た

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ

に
曙
参
戦
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を
外
し
、
水
路
へ
雪
を
流
す
場
合
は
、

除
雪
後
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
付
い
た
雪
を

し
っ
か
り
落
と
し
て
、
路
面
よ
り
高
く

な
ら
な
い
よ
う
に
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

　

午
後
3
時
以
降
に
降
雪
が
15
㎝
以
上

あ
っ
た
場
合
で
も
、
翌
朝
の
除
雪
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

降
雪
時
間
、
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

午
前
10
時
～
11
時
と
午
後
2
時
～
3

時
の
2
時
間
は
、
タ
イ
マ
ー
の
設
定
に

よ
り
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
駐
車
場
は
、
役
場
に
用
事
の
あ

る
方
以
外
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
夜
間
・
早
朝
は
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
降
雪
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
0
2
6
9
–
8
7
–
3
1
1
3

　　

降
雪
中
や
夜
間
の
作
業
は
視
界
も
悪

く
路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、

駐
車
さ
れ
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
、

交
通
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
路

上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
と
大
変

危
険
で
す
。
車
間
距
離
を
十
分
と
り
、

30
ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
止
ま
っ
て
い
る
除
雪
車
に
も

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
住
宅
の

出
入
口
付
近
な
ど
に
雪
が
た
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雪
は
各

家
庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ

①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑦
役
場
駐
車
場
は
夜
間
の
駐
車
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
出
入
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
各
家

庭
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
夕
方
の
降
雪
は
、
翌
日
の
早
朝

除
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
積
雪
の
状
況
で
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⑥
昼
間
は
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出

な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

冬
期
間
、
村
で
は
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆除雪機を使用する際には、使用者の責任において、正しい操作で、安全に作業
しましょう。

①除雪作業中は、まわりに人を近付けないようにしましょう！　
②雪詰まりを取り除くときはエンジンを停止し、必ず雪かき棒を使いましょう！
③除雪機から離れるときは、必ずエンジンを停止してください！
④後進するときは、足もとや後方の障害物に注意してください！
◆屋根の雪下ろしを行うとき
①転落事故や屋根雪の下敷きにならないように、十分に注意して作業しましょう！
②できるだけ２人以上で作業しましょう！
③ヘルメットをかぶったり、命綱を付けたりして安全を確保しましょう！

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

歩行除雪機による事故を防ぎましょう！

年末の交通安全運動が実施されます

村
の
除
雪
作
業
は
、

降
雪
10
〜
15
㎝
以
上
が

目
安
と
な
り
ま
す
！

村
の
除
雪
作
業
は
、

降
雪
10
〜
15
㎝
以
上
が

目
安
と
な
り
ま
す
！
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冬
期
間
は
寒
波
に
よ
る
凍
結
や
落
雪

等
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
漏
水
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
器
か
ら
先
の
宅
内
配
管
は
、

使
用
者
個
人
の
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

も
し
、
漏
水
事
故
が
あ
る
と
、
地
区
全

体
の
断
水
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
多
額

の
水
道
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

漏
水
事
故
の
な
い
よ
う
に
水
道
の
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
部
分
が
外
気

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
電

熱
線
、
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
等
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
差

し
込
ま
れ
て
い
る
か
、
通
電
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
屋
外
水
道
、
不
凍
栓
に
は
棒
な
ど
の

目
印
を
立
て
て
、
雪
下
ろ
し
や
除
雪

作
業
に
よ
る
破
損
を
防
止
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
長
期
間
不
在
と
な
る
家
屋
ま
た
は
冬

期
間
使
用
し
な
い
屋
外
水
道
な
ど
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
メ
ー
タ
ー
の
表
示
盤
に
、
漏
水

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
場
合
は
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
宅
内

の
配
管
を
点
検
し
、
産
業
建
設
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
、

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
お
湯
を
か
け
て
も
解
け

な
い
場
合
は
水
道
修
理
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

《
冬
期
間
の
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て
》

　
玄
関
先
等
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
表
示

盤
を
設
置
し
て
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

1
月
と
3
月
に
メ
ー
タ
ー
検
針
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
表
示
盤
付
近
の
除

雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
3　

水
道
の
宅
内
配
管

　
　
　

凍
結
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

凍
結
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
事
項
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
！

宅
内
配
管
で
漏
水
が
あ
る
か
の

確
認
方
法

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
・
・
・

役場及び秋山支所
12月29日（木）～1月3日（火）まで休業
※役場は日直がいますので各種届出の受領はできますが、
　証明書の発行等はできませんので、ご了承ください。

栄村診療所・歯科診療所 12月29日（木）～1月4日（水）まで休診

津南地域衛生施設組合 12月31日（土）～1月3日（火）まで休業　
※詳細はごみカレンダーをご覧ください。

老人福祉センター（長瀬） 12月26日（月）～1月4日（水）まで休業
栄村社会福祉協議会

（総合サポートセンター）
12月29日（木）～1月3日（火）まで休業
※急用の場合は☎0269-87-3450へおかけください。

●年末年始の各施設等の業務日程について●
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村
で
は
、
70
歳
以
上
の
方
が
連
続
し

て
20
日
以
上
入
院
さ
れ
た
場
合
に
、
1

日
当
た
り
5
0
0
円
の
見
舞
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。（
上
限
1
8
0
日
）

　

な
お
、
こ
の
見
舞
金
の
支
給
を
受
け

る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
用

紙
は
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
入
院
期
間
を

証
明
で
き
る
書
類
（
診
断
書
・
領
収
書

な
ど
）
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
・
申
請
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）
左
記
の

要
領
に
て
、
司
法
書
士
に
よ
る
「
生
活

保
護
1
1
0
番
」
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

◇
相
談
料　

無
料

　

A
０
１
２
０
-０
５
２
-０
８
８

　

平
成
28
年
9
月
1
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
間
、
全
国
に
公
募
し
た
と
こ
ろ

応
募
総
数
72
点
も
あ
り
ま
し
た
。
厳
正

に
審
査
し
た
結
果
、
10
点
の
作
品
が
最

終
審
査
に
進
み
、
長
野
調
理
製
菓
専
門

学
校
石
坂
豊
明
校
長
を
審
査
員
長
に
左

記
の
日
程
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
最
終

審
査
会
の
様
子
は
一
般
公
開
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
期　

日

　

平
成
28
年
12
月
11
日
（
日
）

　

午
後
1
時
か
ら

◇
会　

場

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
-７
６
５
-５
７
７
６

【
問
合
せ
先
】

　

信
越
秋
山
郷
会
事
務
局

　
（
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
）

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

　

30
（
さ
ん
ま
る
）・
10
（
い
ち
ま
る
）

運
動
と
は
、
宴
会
が
始
ま
っ
た
最
初
の
30

分
と
最
後
の
10
分
は
自
分
の
席
に
つ
い
て

料
理
を
楽
し
み
、
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う

と
い
う
運
動
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。
お
酒
に
夢
中

で
、
つ
い
つ
い
お
料
理
を
食
べ
損
ね
て
し

ま
っ
た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

長
野
県
で
は
宴
会
た
べ
き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的
に
県
と

し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
面
で
も
ご

み
の
減
量
化
に
も
大
い
に
役
立
つ
情
報
で

す
。
実
施
期
間
は
通
年
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
年
末
年
始
と
お
盆
前
後
の
期
間

を
重
点
週
間
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
忘
年
会
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン

で
宴
会
の
席
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
さ
っ
そ
く
実
践
に
移
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
・
情
報
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
学
力
試
験
は
な
く
、
前
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4
年
以
上

在
学
し
て
1
2
4
単
位
以
上
を
取
得
し
、

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
は
第
1
回
は
2
月

28
日
ま
で
、
第
2
回
は
3
月
20
日
ま
で
。

【
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
６
-５
８
-２
３
３
２

老
人
長
期
入
院
見
舞
金
の

申
請
に
つ
い
て

生
活
保
護
1
1
0
番

に
つ
い
て

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30・10
運
動
に
つ
い
て

放
送
大
学
4
月
生

　
　
　
募
集
に
つ
い
て

第
２
回
津
南
町・栄
村・秋
山
郷

„
食
の
祭
典“
名
物
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
最
終
審
査
会（
実
食
）
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11
月
9
日
（
水
）
に
か
た
く
り
ホ
ー

ル
に
お
い
て
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
を
追
悼
す
る
式
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
ご
遺
族
や
来
賓
な
ど
30
名

が
出
席
し
、
戦
没
者
に
対
す
る
追
悼
の

辞
の
あ
と
、
ひ
と
り
一
人
が
献
花
し
、

亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
冥
福
を
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
栄
中
学
生
に
よ
る
広
島
で
の
平

和
学
習
の
発
表
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
地
域
を
よ
く

し
た
い
」「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い
」

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
こ
の
支
援
金
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
づ
く
り

を
実
践
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
が
円
滑
に

こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

制
度
の
概
要
等
を
ご
案
内
す
る
説
明
会

で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
向
け
て
本
事
業
の
活

用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

平
成
28
年
12
月
20
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◇
場
所

　

北
信
合
同
庁
舎　

4
階
講
堂

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

長
野
県
元
気
づ
く
り
支
援
金 

で
検
索

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
地
方
事
務
所　

活
力
創
出
係

栄
村
戦
没
者
追
悼
式

　

☎
０
２
６
-２
３
２
-０
１
１
１

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-７
０
２
１
（
直
通
）

　

栄
村
役
場　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

村
で
は
、
各
集
落
に
お
け
る
世
帯
数

の
減
少
に
よ
り
、
増
加
す
る
分
担
金
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
集
落
又
は
団
体
で

実
施
し
て
い
る
、
村
道
の
新
設
・
改
良
・

舗
装
及
び
原
材
料
支
給
事
業
に
お
け
る

Ｕ
字
溝
、
縞
鋼
板
、
黒
パ
イ
プ
な
ど
に

要
す
る
費
用
に
対
し
て
、
分
担
率
を
定

め
役
場
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
分
担
率
及
び
軽
減
で
き
る

金
額
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
平
成
28

年
度
に
実
施
し
た
事
業
か
ら
適
用
し
ま
す
。

◇
分
担
率

　

35
％　

→　

15
％

◇
軽
減
で
き
る
額
（
１
戸
当
）

　
５
万
円　

→　
３
万
円

　

※
建
設
工
事
の
場
合

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
・
建
設
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
3

受
益
者
分
担
金
の

　
　
　
改
正
に
つ
い
て

期間：平成28年12月1日（木）～平成28年12月31日（土）成 年 成 年

年末の交通安全運動が実施されます

◇夕暮れ時・夜間に外出する際は、明るい服装や反射材を使用してドライバーか
ら見えるようにしましょう。
◇夕暮れ時・悪天候時は早めにライトを点灯しましょう。『４時から点灯』を実行！
◇飲酒運転は家族の人生までも台無しにしてしまう、重大な犯罪です。みんなで
声をかけあって未然に防止しましょう。

◇全席でのシートベルト着用、チャイルドシートの正しい着用を徹底しましょう。

スローガン　～思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔～

平
成
29
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
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　村では、村内の中小河川及び集落内水路の水
質検査を年1回行っています。調査地点は昨年
同様の10地点で、今年は9月12日に実施しました。
　調査の結果は、中条川1か所で、BOD（＊1）
の値が2．3と基準の2．0以下を超えました。これ
は、上流で行われている圃場整備等工事による
ものと考えられます。大腸菌群数（＊2）は、
基準値を全ての調査地点で超過していますが、

過去からの結果と比較しても特異な値ではあり
ません。
　総合的には、1か所を除き、BODが定量下限
値未満〈0．5mg/l〉と低いことから、千曲川・
中津川両水系とも有機汚濁の少ない水質である
という結果となりました。きれいな川を守って
いくために、汚れた生活排水を河川に流さない
よう、引き続き皆さんのご協力をお願いします。

＊1 BOD（生物化学的酸素要求量）
　河川水などの有機物による汚濁の程度を示すもので、有
機物質が酸化分解されるときに消費される酸素の量をいい、
数値が高いほど有機物の量が多く、汚れが大きいことを示
している。
＊2 大腸菌群数（MPN）
　大腸菌群数は、人間又は動物の排泄物による水の汚染指
標として用いられます。大腸菌には、腸内に生存している
もののほか、草原や畑などの土中に生存しているものも含
まれるが、一括して大腸菌群として測定している。
※大腸菌群数の基準　・千曲川水系　1000MPN／100ml以下
　　　　　　　　　　・中津川水系　   50MPN／100ml以下

BOD（生物化学的酸素要
求量）の推移 （単位：㎎／㍑）

H26 H27 H28

0.5未満 0.6 0.5未満

0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.5未満 0.7 0.5未満

0.6 1.6 0.5未満

0.5未満 0.5 0.5未満

0.6 0.6  0.5未満

0.5未満 0.8 0.5未満

0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.5未満 未実施 2.3

大腸菌群数の推移（単位：MPN/100ミリ㍑）

H24 H25 H26 H27 H28

橋場川 橋場川橋 5000 7900 3300 13000 2000

小箕作川 小箕作橋 28000 4900 2400 2800 6300

大巻川 大巻橋 20000 4900 1300 3500 5000

横倉 集落内水路 80000 1300000 7900 12000 2700

森 沢尻橋 110000 24000 3300 14000 16000

千曲川 宮野原橋 9000 35000 1300 16000 5000

志久見川 志久見橋 31000 17000 1300 3400 7000

小赤沢川 小赤沢橋 1300 1100 7900 500 1100

中津川 秋山小学校下 1300 3300 330 400 200

中条川 栄大橋 未実施 未実施 7900 7100 34000

BODの数値

大変きれいな水 0.5未満

きれいな水 1.0未満

水浴可能程度の水 2.0未満

少し汚れた水 3.0未満

汚れた水 5.0未満

大変汚れた水 5.0以上

●河川水の汚濁指標●

村内河川の水質調査結果について

調査地点

調査年度
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▲雪室の調査

特命対策課職員

齋藤 奈奈

集落：切欠
趣味：読書

《担当業務》
・子育て支援
《ひとこと》
よろしくお願いします。

特命対策課職員

上倉 友梨香

集落：平滝
趣味：パーラー
　　 ビーズ

《担当業務》
・空き家対策
《ひとこと》
空き家対策として色々なご意見を
聞き取り事業に活かして行きたい
です。精一杯頑張ります。

特命対策課職員

長田 雄一郎

集落：志久見
趣味：野菜作り

《担当業務》
・自然エネルギー活用
《ひとこと》
村の活性化の一助となれるよう頑
張ります！

特命対策課職員

髙橋 咲江

集落：青倉
趣味：カメラ

《担当業務》
・救急体制・観光振興
《ひとこと》
村をよりよくするため、村民の方々
から気軽にアイディアを出していた
だける窓口になれたらいいです。

特命対策課長

斎藤 和幸

集落：切欠
趣味：山歩き

《担当業務》
・課の統括
《ひとこと》
新しい課のまとめ役としての重責
を痛感しています。どうぞよろしく
お願いします。

　

過
疎
化
が
進
む
村
を
元
気

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
雇

用
や
定
住
移
住
促
進
、
子
育

て
支
援
と
若
者
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
住
め
る
村
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
新
た
な
し
く

み
作
り
や
今
あ
る
事
業
の
見

直
し
な
ど
を
目
的
に
、
七
月

か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
た
課

で
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
課
内
で

研
究
・
提
案
し
、
事
業
担
当

課
と
連
携
し
て
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

庁舎案内図

1F
事務室

廊

　下

職員玄関

村長室 特命
対策室

ココです

皆さまのご意見
お気軽に私たちに
お聞かせください！
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　悪 天 候 などによる凶 作 が 続く中、天 明3年
（1783）に浅間山が噴火しました。その火山灰は
成層(せいそう)圏(けん)にまで達し気象にも影響
を及ぼしたとされています。北半球全体で2～3年
間冷夏が続き、深刻な大凶作となりました。これ
が天明(てんめい)の飢饉(ききん)（1782～1787）
と言われ、近世最大の飢饉とされています。
　この大凶作は全国的なものでしたが、特に東北
地方の被害が著しく、越後でも山間高冷地の頸城、
魚沼地方で大きな被害を受けました。救済の手が
届かずに大秋山村・矢櫃村が廃村となりました。
　中津川左岸、現在の屋敷集落と前倉集落の間に両村があったとされています。
　矢櫃とは、弓矢の矢を入れる道具のことです。この村に平家の落人が矢櫃を隠したという伝説があ
ることから村の名前がついたと言われています。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇ ジオサイトNO.25 矢
やびつむらあと

櫃村跡 ◆◇◆◇◆◇◆◇

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（20）

▲村跡は石碑が目印となっている

　

周
り
の
山
々
も
す
っ
か
り
白
く
な
り
、

今
年
も
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ

ン
は
、
12
月
17
日
（
土
）
で
す
。

　

昨
年
は
雪
不
足
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
十
分
な
積
雪
が
あ
り
そ
う
な
予
感

が
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
10
時
よ
り
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
汁
や
、
甘
酒
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

リ
フ
ト
料
金
先
着
1
0
0
名
様
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
親
戚
、
お
友
達
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー

場
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
村
内
の
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

引
続
き
リ
フ
ト
料
金
が
無
料
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ス
キ
ー
場
に
ご
来
場
の
際
は
、

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
フ
ロ
ン
ト
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
券
の
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
次
回
か
ら
は
、
交
付
さ

れ
た
シ
ー
ズ
ン
券
を
提
示
し
て
リ
フ
ト
に

乗
車
で
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
滑
っ
て
上
達

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
年
も
19
歳
の
皆
さ
ん
は
、
雪
マ
ジ
19

で
リ
フ
ト
無
料
と
な
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年

4
月
1
日
生
れ
の
方
が
全
国
1
9
0
箇
所

の
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
無
料
の
サ
ー
ビ
ス

対
象
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
20
歳
の
皆

さ
ん
は
、
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
が
対
象
と
な
り
、

全
国
70
箇
所
以
上
の
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト

半
額
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
の
皆
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
こ
の
機
会
を

利
用
し
、
ぜ
ひ
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
も
年
末
年
始
等
ご
親
戚
な

ど
の
利
用
に
は
、
各
戸
に
配
布
し
ま
す
村

民
割
引
券
で
、
リ
フ
ト
1
日
券
、
半
日
券
、

4
時
間
券
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
千
円
引
き
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
レ
ス

ト
ラ
ン
村
民
感
謝
デ
ー
で
も
割
引
券
と
し

て
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
有
効
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

各
種
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ス
キ
ー
場
ま

で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
栄
村
の
冬
を
元
気
に
楽

し
く
過
ご
せ
ま
す
様
、
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
（
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ

場

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ

場

12
月
17
日
㊏
２
０
１
６-

１
７
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン
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す
る
こ
と
が
で
き
、
村
に
ま
っ
た
く
お
金
を
落
と
さ
ず

に
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
の
を
、
あ
る
意
味
《
阻
止
》
で

き
る
』
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
村
に
は
、『
観
光
地
と
し
て
お
客
様
を
お
迎
え

す
る
体
制
』
が
ま
っ
た
く
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
あ

た
り
で
は
、
皆
、
免
許
が
あ
っ
て
、
一
人
一
台
の
車
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
都
会
の
人
は
今
、
車
を
持
た
な
い

傾
向
が
強
い
で
す
。
ま
た
、
秋
山
に
訪
れ
る
方
の
年
齢

層
は
高
め
で
、
道
の
り
も
険
し
い
。
バ
ス
は
通
っ
て
い

て
も
、
本
数
は
少
な
く
、
時
間
が
空
き
す
ぎ
る
。「
自

分
が
運
転
で
き
る
」
か
ら
、
運
転
で
き
な
い
人
の
気
持

ち
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
ひ

と
り
ぐ
ら
い
客
が
増
え
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う

意
識
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
村
の
未
来
を
憂
い
て
、

何
か
を
変
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、

今
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

心
か
ら
、
本
当
に
『
お
客
様
目
線
』
で
の
、
お
客
様

の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
、
こ

の
村
の
未
来
は
果
て
し
な
く
暗
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
た
い
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、
私
は
こ
の
記
事
が
出
る
12
月
に
は
も
う
、
こ

の
村
に
は
お
り
ま
せ
ん
。「
い
な
く
な
る
人
間
が
余
計

な
こ
と
を
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
承
知
で
、
私
は
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
の
で
す
。
こ
の
村
を
想
う
強
い

気
持
ち
で
、『
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
』『
誰
も
や
ら

な
い
（
や
れ
な
い
）
の
だ
っ
た
ら
自
分
が
』『
や
っ
て

み
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
』
と
い
う
思
い
を
込
め

て
や
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
か
ら
の
要
望
で
、「
な
ん
で
せ
っ
か
く
い
い

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
に
や
め
て
し
ま
う
ん
だ
」
と
い

う
声
が
上
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

岸　

幸
一
）

　
い
よ
い
よ
師
走
の
こ
の
頃
、
冬
の
準
備
は

終
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
支
援
員
の
髙

橋
で
す
。

　

さ
て
、
先
日
は
Ｓ
Ｌ
が
栄
村
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
？
私
も
給
水
や
警
備
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
思
っ
て
い
た
よ
り

も
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
、
村
の
人
も

か
な
り
注
目
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
「
お
い
こ
っ
と
」
も
観
光
列
車
と
し
て
評

価
は
上
々
で
す
が
、
冬
期
間
に
は
栄
村
に
は

一
回
し
か
や
っ
て
き
ま
せ
ん
（
通
常
は
長
野

駅
～
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
を
一
日
二
回
運
行
）。

冬
期
間
は
過
酷
な
線
路
事
情
に
あ
り
ま
す
が
、

栄
村
と
言
え
ば
や
は
り
雪
。
真
冬
の
栄
村

の
雪
の
中
、
Ｓ
Ｌ
が
黒
い
煙
を
上
げ
な
が
ら

走
っ
て
き
た
ら
、
白
と
黒
の
対
比
が
最
高
で

し
ょ
う
。
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
、
新
緑
も
、

素
晴
ら
し
い
絵
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

栄
村
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
方
で
は
車
で
の
移
動
比
率
が
高
く
、
観

光
客
も
多
く
が
車
で
や
っ
て
き
ま
す
。
私
も

東
京
か
ら
来
る
場
合
、
電
車
で
行
く
な
ら

越
後
湯
沢
駅
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
森
宮
野
原
駅
で
乗
り
降
り
を
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

バ
ス
で
清
津
峡
を
超
え
る
の
も
景
色
が
良
い

の
で
す
が
、
車
酔
い
す
る
し
、
ち
ょ
っ
と
大

変
で
す
。

　

少
々
値
段
は
高
い
で
す
が
、
新
幹
線
が
飯

山
ま
で
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
森
宮

野
原
駅
ま
で
直
通
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
便
利
に
な
っ
た
こ
と
で
、
東
京

か
ら
帰
省
や
観
光
に
も
使
い
勝
手
が
良
く

な
っ
た
鉄
道
。
Ｓ
Ｌ
や
「
お
い
こ
っ
と
」
な

ど
、
観
光
列
車
か
ら
森
宮
野
原
駅
に
降
り

て
も
ら
う
観
光
に
も
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
増
え
る
で
あ
ろ
う
免
許
を
返

納
し
た
方
、
車
を
普
段
乗
ら
な
い
都
会
の
方
、

雪
道
を
運
転
し
た
こ
と
の
無
い
方
、
海
外
か

ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
観
光
客
、
の
ん
び
り
と
電

車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
旅
を
し
た
い
方
。
そ
の

よ
う
な
方
々
を
ど
の
よ
う
に
し
て
観
光
で
栄

村
に
来
て
頂
く
か
。
や
は
り
鉄
道
＋
観
光
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
を
き
っ
か
け
に
、
鉄
道

を
使
っ
て
気
軽
に
遊
び
に
来
ら
れ
る
よ
う
に

し
、
栄
村
が
観
光
客
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
雪
が
降
る
季
節
に

な
り
ま
す
。
滑
り
や
す
い
雪
道
、
雪
か
ま
い
、

温
度
差
の
あ
る
お
風
呂
、
暖
房
機
の
火
の
元
、

危
険
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
お

気
を
付
け
て
、
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

頼
り
な
い
私
で
す
が
、
来
年
か
ら
も
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
栄
村
を
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

8
月
6
日
か
ら
11
月
6
日
ま
で
、
秋
山
地
区
内

に
お
い
て
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
お
越
し
に
な
ら
れ
た
観
光
の
方
、
登
山

の
方
、
ま
た
、
登
山
口
間
の
移
動
に
も
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
一
人
で
の
運
行
の
た
め
、
た
と
え
ば
苗
場
山

三
合
目
の
お
迎
え
と
、
鳥
甲
山
の
登
山
口
間
の
送

り
（
屋
敷
口
～
ム
ジ
ナ
平
）
の
時
間
重
複
な
ど
が

想
定
さ
れ
た
た
め
、
各
宿
泊
施
設
へ
の
通
知
お
よ

び
登
山
口
へ
の
張
り
紙
以
外
、
ほ
と
ん
ど
P
R
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
初
め
の
う
ち
は
少
な
か
っ

た
運
行
も
、
山
の
紅
葉
の
頃
か
ら
順
調
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
82
組
・

1
5
6
名
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
感
謝
の
お
言
葉
も
頂
戴
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
協
力
隊
の
活
動
と
し
て
無
料
で
の
試
験

運
行
と
い
う
形
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
有
料
で
も

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
感
触

を
得
た
の
と
同
時
に
、
集
客
に
つ
な
が
る
と
い
う

確
信
も
得
ま
し
た
。
苗
場
山
の
登
山
客
の
方
が
、

「
こ
の
送
迎
が
あ
る
か
ら
こ
っ
ち
側
（
長
野
県
側
）

に
降
り
て
こ
ら
れ
た
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
鳥
甲
山
の
登
山
の
方
も
、「
5
㎞

以
上
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
登
り
を
歩
か
な
く
て

済
む
の
は
助
か
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

送
迎
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、『
宿
泊
施
設
の
方
が

送
迎
に
割
く
時
間
を
宿
の
業
務
に
充
て
て
い
た
だ

け
る
』『
送
迎
に
よ
り
空
い
た
1
時
間
を
日
帰
り

入
浴
や
食
事
の
時
間
に
充
て
て
い
た
だ
け
る
』『
車

内
で
直
接
お
話
し
す
る
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と

で
、
日
帰
り
登
山
の
方
に
、「
ぜ
ひ
、
う
ち
の
村
で

温
泉
に
入
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
《
営
業
》

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.19



保健だより
広 報 さ か え平成28年12月1日 （14）

　パタカラ体操で、舌や唇の筋肉をきたえると、
食べ物を飲みこみやすくなります。「パパパ・
タタタ・カカカ・ラララ・パタカラ・パタカラ・
パタカラ」と１日５回、はっきりと大きな声で
言ってみましょう。
パ：食べ物をこぼさないようにする力をつける。
タ：食べ物を口の奥に運ぶ力をつける。
カ：食べ物を食道へ運ぶ力をつける。
ラ：食べ物を「ゴックン」と飲み込む力をつける。

口の筋力トレーニング　～パタカラ体操～

口の健康を守るために

口の健康が損なわれると

　口には、食べる・話す・呼吸するなどさまざまな役割があります。

1 毎食後、ていねいに歯を磨く
　 歯間ブラシなどを利用するのもおすすめで

す。入れ歯の場合は、入れ歯をはずして専
用の歯ブラシで磨き、寝る前は水につける
などして保管しましょう。

2 しっかりと噛んで食べる
　 噛むことで脳が活性化され、唾液もよく出

るようになって消化を助けたり、口の中を
きれいにしてくれます。

3 定期的に歯科健診を受ける
　 痛みなどがなくても、半年に１回程度は健

診を受けましょう。

① 食事が食べにくくなり、食欲が落ちる
② 話すことや動くことがおっくうになり、家に閉じこもりがちになる
③ 食べ物などが誤って気管に入ってしまうことから肺炎などになる
ことがあります。

～口の健康を守っていますか～

（文責：健康支援課　健康増進係　保健師　立岩律子）



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 99 飯 山 日 赤　3

津 南 病 院　1
そ の 他　4
不 搬 送　0

木 島 平 村 0 1 19

野沢温泉村 0 0 16

栄 村 0 1 8

管 轄 外 等 0 0 0

　 消えたかな　気になるあの火　もう一度

○国民健康保険税　 ○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　 ○簡易水道料
○合併浄化槽使用料　○農集排水処理使用料
○保育料　 ○ケーブルテレビ使用料
納期限は 1月4日（水）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

10月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

12月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局 12月22日（木）
　八十二銀行・県信 12月26日（月）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（15） 平成28年12月1日広 報 さ か え

【問合せ先】木島平スキー場 ☎0269-82-3434
　　　　　 http:/kijimadaira.info/

■期　間：平成28年9月29日から平成29年3月28日まで
■時　間：9時～17時（4月～11月）
　　　　  10時～16時（12月～3月）
■入館料：大人610円

◇お得情報◇
①〈オープニングサービスウィーク・12月23日～28日〉
　リフト1日券以上購入のお客様にシーズン中利用可

能な、リフト料の1,000円割引券をプレゼント
②〈平日プレゼント・1月4日～3月17日〉
　1月4日～3月17日の平日、リフト1日券以上の定価購入者にリフト料の

1,000円割引券（平日利用限定）をプレゼント
※春休みサービス期間中はご利用いただけません。割引券の利用は1日券以

上のリフト券購入者に限ります。他の割引との併用はできません。
③〈春休みサービス・3月21日～30日〉
　リフト1日券が大人1,500円、シニア1,000円
④〈リフト料金無料・3月31日〉
⑤〈スキーの後はもっとお得・馬曲温泉望郷の湯〉
　半日券以上の使用済みリフト券を持参すると大人入湯料500円が350円に

割引！木島平スキー場から車で15分。野天風呂からは眼前に高社山、晴れ
た日には遠く北アルプスを望めます。

・ナイター営業時間　
 （16：30～23：30）
・樽酒とホットワインの振る舞い
 （23：00～24：00）
・年明けと共に花火の打ち上げ

【問合せ先】Tap事務局  ☎025-765-5776

【問合せ先】野沢温泉スキー場　☎0269-85-3166
　　　　　 http://www.nozawaski.com/

大人の本気のおにごっこ
11月5日　Onigame

木島平スキー場
2016～2017お得情報

　四度のがん手術から生還した夫が、アルツハイマー病の妻
を介護した、12年もの壮絶な愛の物語「八重子のハミング」（著
者：陽信孝）が、佐々部清監督により映画化されました。来
春には全国ロードショーがはじまります。
　今回の展示では、高橋まゆみの心に深く入り込み、次々と
作品を生み出した「八重子の
ハミング」の映画化に合わせ、
この本をモデルに生まれた5
つの作品を中心に、陽氏の短
歌とともに展示しています。

　12月31日は野沢温泉スキー
場長坂ゲレンデでのナイター営
業時間を23時30分まで延長！
　2017年の年明けはゲレンデ
の花火と共にスキー場で迎えま
しょう。
　樽酒の振舞い、ホットワイン
サービスも行います。

　日頃の運動不足解消や、仲間づくりに気軽に参加してほし
いと、今回は日中ではなく午後5時半から旧中津小学校を会
場に行われました。参加者が逃走者となり、追跡するおにか
ら制限時間(90分間)内に走ったり隠れたりしながら逃げ切れ
ば勝ち。サングラスにスーツ姿のおにに途中で捕まっても、

クイズや缶蹴りの
課題をクリアする
ことで仲間から助
けることができま
す。今回は逃走全
員が捕まってしま
いました。求む！
挑戦者！

高橋まゆみ人形館　
秋のコレクション展「心のお陽さま」開催中!!

大晦日ナイター＆
カウントダウン花火

　2017シーズンの木島平スキー場をより
お得に楽しむ情報をお知らせします。

▲栄村さんからも参加いただき逃走者は全部で18人
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11
月
12
日
、
文
化
祭
と
運
動
会
、
そ
し

て
収
穫
祭
を
あ
わ
せ
た
「
一
再
合
祭
」
が

と
ね
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
山
小
学

校
が
分
校
と
な
っ
た
今
年
、
初
め
て
地
区

公
民
館
主
催
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
山
地
区
公
民
館
長
よ
り
「
学
校
が
統

合
さ
れ
て
分
校
と
な
り
、
中
心
と
な
っ
て

い
た
学
校
が
な
い
。『
も
う
一
度
子
ど
も
の

声
が
聞
こ
え
る
秋
山
に
し
た
い
』
と
い
う

思
い
で
、
今
年
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
体
力
測
定
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、

吹
矢
等
の
体
を
動
か
す
催
し
や
、
ち
ま
き

の
作
り
方
や
栃
も
ち
つ
き
な
ど
の
郷
土
料

理
講
座
を
行
い
、
お
昼
に
は
午
前
中
に
作

ら
れ
た
餅
や
ち
ま
き
、
そ
し
て
実
行
委
員

会
の
用
意
し
た
ト
ン
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
午
後
に
は
秋
山
分
校
の
児
童
・
先

生
に
よ
る
皿
回
し
や
新
婚
夫
婦
2
組
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
小
赤
沢
に
住
ん
で

い
る
敦
子
さ
ん
が
、
秋
山
の
方
と
結
婚
し

た
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
が
輪
に
な
っ
て

秋
山
に
伝
わ
る
民
謡
を
踊
り
ま
し
た
。
輪

の
真
ん
中
で
は
、
新
秋
山
住
民
と
な
っ
た

和
田
夫
妻
の
1
歳
に
な
る
知
樹
ち
ゃ
ん
が
、

小
さ
な
体
で
手
と
足
を
大
き
く
揺
ら
し
て

踊
り
続
け
、
そ
ん
な
姿
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
、

心
温
ま
る
光
景
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員　

山
田
邦
江
）

▲ニュースポーツ「吹矢」

▲前へ出ていく知樹ちゃん

ちまきづくり▶
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移
動
し
て
き
た
人
た
ち
で
毎
回
あ
っ
と
い

う
間
に
車
と
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

監
視
員
さ
ん
は
危
険
で
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
と
踏
切
の
中
ま
で
入
れ
て
く
れ
て
、

Ｓ
Ｌ
の
真
正
面
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
れ

て
い
た
。　

　

本
番
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
両
日
と
も

あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

栄
村
は
撮
り
鉄
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
国
道
は

も
の
す
ご
い
渋
滞
と
な
っ
た
。
通
常
10
分

程
度
で
津
南
町
に
着
く
と
こ
ろ
が
、
こ
の

日
は
30
分
か
ら
1
時
間
か
か
っ
た
と
い
う
。

車
の
ナ
ン
バ
ー
を
見
れ
ば
、
関
東
は
も
ち

ろ
ん
、
遠
く
は
京
都
や
岡
山
、
熊
本
か
ら

も
来
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
千
葉

か
ら
来
た
人
は
、
仕
事
の
や
り
く
り
を
し

て
、
試
運
転
中
3
回
来
た
そ
う
で
「
お
か

げ
で
い
い
写
真
が
撮
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。

　

今
回
の
Ｓ
Ｌ
運
行
は
、
試
運
転
、
本
番

と
併
せ
て
6
往
復
。
回
送
も
含
め
る
と
飯

山
か
ら
長
岡
間
を
実
に
24
回
も
行
っ
た
り

来
た
り
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
事

12月より土日・祝日は閉館と
なります。（3月末まで）
開館時間
平　日:午前9時～午後5時
休館日：土、日、祝日
　　　 12/29～1/3

お知らせ

▲SLを撮ろうと群がる人（森宮野原駅）

　こらっせ来館者数
　見学者　　804名
　訪問者　　572名
　※お茶のみ、講座等
　合　計　1,376名

　
い
よ
い
よ
冬
の
到
来
で
す
。
雪
が
降
れ
ば

趣
味
を
堪
能
す
る
時
間
が
確
保
で
き
る
と
楽

し
み
に
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
、
こ
ら
っ
せ
も
わ
ら
に
ま

み
れ
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
11
月
に

は
米
俵
教
室
を
開
催
し
、
5
キ
ロ
サ
イ
ズ
だ

け
で
な
く
、
3
キ
ロ
や
1
キ
ロ
サ
イ
ズ
の
俵

も
完
成
し
ま
し
た
。
12
月
か
ら
は
つ
ぐ
ら
振

興
会
に
よ
る
つ
ぐ
ら
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

　

11
月
頃
か
ら
、「
ね
こ
つ
ぐ
ら
を
ど
う
し

て
も
見
た
く
て
栄
村
に
来
た
」
と
来
館
さ
れ

る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
み
の
や

わ
ら
ぐ
つ
を
作
れ
る
人
が
い
な
い
か
と
い
う

問
い
合
わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。
今
は
需
要
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
ら
細
工
で
す
が
、

各
地
で
み
か
け
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
希
少

価
値
が
出
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
わ
ら
に
触
れ
た
い
と
き
は
「
こ
ら
っ
せ
」

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
19
日
、
20
日
に
飯
山
―
長
岡

間
を
蒸
気
機
関
車
が
1
往
復
し
、
各

2
0
0
名
の
お
客
を
乗
せ
て
雄
姿
を

見
せ
た
。
完
全
撤
退
し
て
か
ら
実
に

44
年
ぶ
り
。
非
常
に
懐
か
し
い
情
景

が
再
現
さ
れ
た
。
特
に
最
近
で
は
、

Ｓ
Ｌ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
を
「
撮

る
フ
ァ
ン
」
＝
「
撮
り
鉄
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
Ｊ
Ｒ

職
員
が
知
る
前
か
ら
、
い
つ
ど
こ
で
ど

ん
な
新
型
車
両
が
走
る
か
を
承
知
し

て
い
る
。
今
回
の
Ｓ
Ｌ
運
行
で
も
、
初

め
て
の
試
運
転
か
ら
「
撮
り
鉄
」
た

ち
が
、
横
倉
の
農
道
や
旧
国
道
の
カ
ー

ブ
、
栄
大
橋
…
と
絶
好
の
撮
影
場
所

を
求
め
て
殺
到
し
て
い
た
。
そ
れ
も

回
を
追
う
ご
と
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

絶
好
の
撮
影
場
所
に
は
数
時
間
も
前

か
ら
人
だ
か
り
が
で
き
る
ほ
ど
の
熱

狂
ぶ
り
。
そ
し
て
列
車
通
過
と
同
時

に
そ
の
先
そ
の
先
へ
と
移
動
し
て
い
く
。

森
宮
野
原
駅
で
は
点
検
、
給
水
の
た

め
25
分
程
度
Ｓ
Ｌ
が
停
車
し
て
い
た
が
、

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

故
な
く
無
事
に
運
行
を
終
え
た
の
も
、
た

く
さ
ん
の
監
視
員
、
警
察
、
消
防
団
の
人

た
ち
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し

て
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
た
こ
と
は
最

高
の
成
功
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
に
懐

か
し
く
40
数
年
前
が
一
気
に
蘇
っ
て
き
た
。

あ
の
汽
笛
の
音
、
蒸
気
を
は
く
音
、
登
っ

て
い
く
と
き
の
力
強
い
牽
引
の
音
、
ど
れ

も
何
と
も
言
い
が
た
い
昔
の
音
だ
っ
た
。

最
終
日
、
午
後
8
時
29
分
着
、
午
後
8
時

49
分
発
車
の
最
終
便
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
停
車
し
て
い
る
と
き
、
機
関
士
さ
ん
と

会
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
1

か
月
間
感
動
さ
せ
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
、

「
ま
た
い
つ
の
日
か
こ
の
飯
山
線
を
Ｓ
Ｌ
で

走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
握
手
し
て
見

送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
最
高
の
幸

せ
で
あ
る
。

懐
か
し
い
蒸
気
機
関
車
、飯
山
線
を

走
る 

～
そ
の
時
撮
り
鉄
た
ち
は
～

（
森
）　
福
島 

博
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▶
村
歌
を
演
奏
す
る
栄
中
学
校
吹

奏
楽
部

▶
月
岡
翁
笙
さ
ん
本
人
に
よ
る

　
さ
か
え
田
植
唄
の
演
奏

▶
元
気
い
っ
ぱ
い
北
信
保
育
園

　
ひ
ま
わ
り
組
の
ダ
ン
ス

◀
栄
小
学
校
全
校
合
唱

◀
栄
中
学
校
全
校
合
唱

上左右：文化祭と合同開催だっ
たこともあり、収穫祭を楽し
む子どもたちもたくさん♪各
店舗、あっという間に売り切
れとなりました。
左：チャリティーバザーは今
年も大盛況!!

今年の文化祭は村制60周年を記念して、収穫
祭と合同で開催しました。また、村歌を栄中
学校吹奏楽部の伴奏で歌ったり、栄村の昔の
写真展や村民笑顔写真を展示したりと、ひと
味ちがった文化祭となりました。子どもから
年配者までのたくさんの方に発表・出展いた
だくと共に、村内外の大勢の方で賑わいました。
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恒
例
の
白
鳥
地
区
「
収
穫
祭
」

が
11
月
6
日
（
日
）
白
鳥
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収

穫
祭
は
田
畑
の
実
り
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る
こ

と
や
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

白
鳥
の
収
穫
祭
の
特
徴
は
、

そ
の
年
に
収
穫
し
た
も
ち
米
で
つ

く
餅
つ
き
大
会
で
す
。
最
近
で
は

機
械
で
の
も
ち
つ
き
が
一
般
的
で

す
が
、
こ
の
収
穫
祭
で
は
、
臼
と

杵
で
大
人
と
子
ど
も
が
協
力
し

な
が
ら
、
楽
し
く
も
ち
つ
き
を
行

い
ま
す
。
例
年
8
臼
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
参
加
者
の

高
齢
化
も
あ
り
、
6
臼
に
な
り

ま
し
た
。
最
初
の
2
臼
は
、
つ
き

た
て
を
あ
ん
こ
餅
や
き
な
こ
餅
に

し
て
皆
さ
ん
に
ふ
る
ま
い
、
残
り

の
4
臼
は
の
し
餅
に
し
て
、
軽
く

火
で
あ
ぶ
っ
て
雑
煮
に
し
た
り
、

食
べ
き
れ
な
い
分
は
参
加
者
へ
販

売
し
ま
す
。

　

懇
親
会
は
公
民
館
の
2
階
で

行
わ
れ
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
お
茶
、

ジ
ュ
ー
ス
、
漬
物
等
で
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
、
途
中
か
ら
ビ
ン
ゴ
大

会
と
な
り
、
子
ど
も
も
大
人
も

一
緒
に
大
盛
況
で
商
品
を
も
ら
い

ま
す
。
ビ
ン
ゴ
に
な
ら
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
は
参
加
賞
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
会
場
に
は

「
我
が
家
の
自
慢
の
一
品
」
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
家
庭
で

作
っ
た
自
慢
の
野
菜
等
が
展
示

さ
れ
、
懇
親
会
終
了
後
に
自
慢

作
提
供
者
か
ら
頂
い
て
帰
る
参

加
者
も
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
収
穫
祭
に
は
約
70
名

程
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
年
々
高
齢
化
が
進
み
80

歳
代
後
半
の
参
加
者
が
少
な
く

な
り
残
念
で
す
。
白
鳥
公
民
館

の
年
間
行
事
は
、
1
月
道
祖
神
、

4
月
お
花
見
、
6
月
竹
の
子
狩

り
（
田
休
み
）、
9
月
敬
老
会
、

11
月
収
穫
祭
が
あ
り
、
年
中
行

事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
栄

村
の
各
地
域
で
も
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、「
継
続
は
力
な
り
」
と
言

わ
れ
ま
す
、
少
子
高
齢
化
に
負

け
ず
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
館
報
編
集
委
員　

小
林
）

文化祭は展示も大盛り上が
り！村民の作品をはじめ、企
画展として行った笑顔写真や
昭和30年～の昔の写真はた
くさんの方にご好評いただき
ました。
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地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
江
戸
時
代
の
嫁
入
り
〜
野
々
海
の
近
迎
え
〜
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
十
九

　

早
い
も
の
で
今
年
も
も
う
年
の
瀬
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
思
い
が
け
な
い

少
雪
で
し
た
が
、
こ
の
冬
は
大
雪
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
引
き
続
き
、
学
校
の
話
題
を

お
話
し
し
ま
す
。
で
す
が
そ
の
前
に
、
前

回
お
示
し
し
た
書
翰
の
読
み
方
が
少
し

間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
追
伸
の
と
こ
ろ
を

「
め
で
た
く
来
月
一
二
日
に
二
番
組
で
開

校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
読
み

ま
し
た
が
、
「
本
月
」
を
「
来
月
」
と
読

み
違
え
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
本
月

一
二
日
に
二
番
組
で
開
校
し
ま
し
た
」
と

な
り
ま
す
。
ま
た
書
翰
の
日
付
は
九
月

十
六
日
付
け
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

堺
村
の
用
掛
・
倉
科
健
逸
が
差
し
出

し
た
こ
の
書し

ょ
か
ん翰

か
ら
、
あ
る
年
の
九
月

一
二
日
に
学
校
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
書
翰
に
は
年
号
が
書
か
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
何
年
頃
の
こ

と
か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
よ
く
見

る
と
、
本
文
中
に
手
掛
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
長
野
県
第
三
課
」
と
い
う
名

称
で
す
。
明
治
時
代
の
一
時
期
、
県
庁

の
事
務
分
掌
を
数
字
で
表
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

一
一
月
に
公
布
さ
れ
た
「
府
県
職
制
並

事
務
章
程
」
に
拠
る
も
の
で
、
県
属
（
県

庁
の
文
官
）・
史
生
（
書
記
官
）
の
職
務

分
掌
を
六
課
に
定
め
、
そ
れ
ま
で
の
「
庶

務
課
」
な
ど
の
呼
び
方
を
改
め
て
第
一

～
六
課
の
名
称
を
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
一
律
の
規
定
で
す
。

第
三
課
は
「
府
県
職
制
」
で
は
租
税
担

当
で
し
た
が
、
長
野
県
庁
で
は
土
木
な

ど
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
職
制

は
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
ま
で
に

改
正
さ
れ
、
長
野
県
庁
で
も
庶
務
課
・

勧
業
課
な
ど
の
呼
び
方
に
戻
さ
れ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
「
第
三
課
」
の
名
前
が

あ
る
こ
の
書
翰
は
明
治
九
年
か
ら
一
五

年
ま
で
の
間
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
翰
に
は
差
出
し

と
宛
て
先
を
書
い
た
包
紙
が
付
い
て
お

り
、
こ
れ
も
年
代
を
考
え
る
手
掛
り
に

な
り
ま
す
。
包
紙
の
宛
て
先
は
、「
水

内
郡
旧
権
堂
村
橋
本
忠
右
衛
門
宅
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
権
堂
村
は
現
在
の

長
野
市
大
字
鶴
賀
の
権
堂
町
で
、
昔

か
ら
の
繁
華
街
で
す
。
明
治
の
初
め
頃

は
長
野
県
庁
が
西
長
野
町
の
現
在
信

州
大
学
教
育
学
部
に
な
っ
て
い
る
場
所

に
あ
り
、
権
堂
村
は
県
庁
に
近
い
便
利

な
場
所
で
し
た
。
権
堂
村
は
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
五
月
三
〇
日
に
問
御
所

村
・
七
瀬
村
と
合
併
し
て
水
内
郡
鶴
賀

村
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
鶴
賀
村
が
成

立
し
て
い
る
時
期
に
宛
て
先
を
旧
権
堂

村
橋
本
某
宅
と
書
く
理
由
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
三
ヶ
村
が
合
併
し
、
地

租
改
正
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
地
番

も
確
定
し
て
い
な
い
時
期
な
の
で
、
旧

称
の
方
が
使
い
や
す
か
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
差
出
し
は
「
高
井
郡

堺
村
之
内
箕
作
組
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
水
内
郡
・
高
井
郡
と
も
明
治
一
二

年
（
一
八
七
九
）
一
月
四
日
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
上
・
下
に
分
か
れ
、
堺
村
は
下
高

井
郡
の
、
鶴
賀
村
（
旧
権
堂
村
）
は
上

水
内
郡
の
管
下
に
な
る
の
で
、
書
翰
が

書
か
れ
た
の
は
両
郡
が
上
・
下
に
分
か

れ
る
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
数
々
の
手
掛
り
か
ら
、
こ
の
書

翰
の
年
代
は
明
治
九
年
か
ら
同
一
一
年

ま
で
の
間
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
で
、
こ
の
書
翰
は
明
治
九
年
か

ら
同
一
一
年
の
い
ず
れ
か
の
年
の
九
月

一
二
日
に
堺
村
で
学
校
が
開
か
れ
た
こ

と
を
伝
え
た
も
の
だ
と
判
り
ま
し
た
。

で
す
が
、『
栄
村
史
』
に
は
こ
の
時
期
に

学
校
が
開
設
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
旧
堺
村
域
の
学
校
は

分
室
を
除
き
、
す
べ
て
明
治
時
代
に
開

校
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
校
は
ど

の
学
校
を
さ
す
の
で
し
ょ
う
か
。
続
き

ま
す
。
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栄村図書室（役場2階） 開館時間
平日／午前8時30分～午後5時
土・日／午前9時～正午
★12月・1月の休館日
12月24日（土）、25日（日）
年末年始12月29日（木）～1月3日（火）
1月7日（土）、8日（日）、9日（月）
栄村公民館図書室（教育委員会事務局内）
☎87-3118

栄村公民館が行っている図書プレゼント事業を紹介します。

☆移動図書始まりました！

☆返ってこない図書があります

　恒例になった冬の村内移動図書が11月から始まりました。11月
末現在で2回各集落を巡回し、17名の方にご利用いただいています。
この時期だからこそゆっくり楽しめる読書。こたつに入っての読書
は定番ですが、煮物料理をしながら、夫婦で読書の時間を設ける、
子どもと寝る前のひとときに、ネコをだきながら…など自分流でい
かがですか。
　足が悪いから家の近くまで来てもらいたい、こんな本を読みたい、
など相談に乗りますのでぜひ栄村公民館図書室までご連絡ください。

　図書の貸出期間は2週間です。図書室で本を借りたけどつい
つい返すのを忘れてしまった、まだ最後まで読んでいないので
返せない、という方はいませんか。なかなか図書室に行くこと
ができない方は移動図書の時でも構いませんので、早めの返却
にご協力をお願いします。なかなか返す方法が見つからない、
もう少し借りたい、紛失してしまったという方は栄村公民館図
書室までご連絡ください。

　

栄
村
自
然
学
校
は
栄
村
青
少
年
育
成
協

議
会
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
青
少
年
育
成

活
動
の
一
つ
で
、
今
年
度
は
2
泊
3
日
の

キ
ャ
ン
プ
を
含
め
、
年
間
10
回
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
春
に
は
マ
ン
ガ
を
使
っ

た
代
掻
き
や
田
植
え
を
し
、
秋
に
は
は
ぜ

で
基
地
を
作
っ
た
り
、
千
歯
こ
き
や
木
臼
、

と
お
み
を
使
っ
て
お
米
を
脱
穀
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
然
学
校
の
11
月
の
活
動
は
「
天

神
講
」。
集
落
に
よ
っ
て
異
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
少
し
前
ま
で
は
11
月
23
日
に

子
ど
も
た
ち
が
集
落
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、

ご
飯
を
作
っ
た
り
お
や
つ
を
作
っ
た
り
し

な
が
ら
一
日
を
過
ご
す
「
天
神
講
」
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
風
習
を
今

の
子
ど
も
た
ち

に
も
体
験
し

て
も
ら
い
た
い

と
、
11
月
20
日

（
日
）、
横
倉
農

村
広
場
に
て
自

然
学
校
「
天
神

講
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

中
学
生
の
指

導
の
下
、
1
年

生
か
ら
包
丁
を

持
っ
て
ト
ン
汁

づ
く
り
を
行
い
、

自
然
学
校
で
育

て
た
お
米
を
羽

釜
で
炊
い
て
昼
食
を
作
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
お
迎
え
の
旗
を
作
成
し
て

Ｓ
Ｌ
見
学
を
行
い
、
午
後
は
藤
木
エ
ミ
子

さ
ん
（
極
野
）
と
藤
木
み
ち
子
さ
ん
（
極

野
）
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
き
ん
つ
ば

焼
き
づ
く
り
。
あ
ん
こ
嫌
い
！
と
言
っ
て

い
た
子
も
笑
顔
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
自
然
学
校
は
12
月
し
め
縄
づ
く

り
と
米
ぬ
か
の
床
磨
き
、
1
月
み
み
だ
ん

ご
作
り
、
3
月
し
み
わ
た
り
を
行
う
計
画

で
す
。
先
人
の
知
恵
や
暮
ら
し
を
体
感
し

な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
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月岡　淳さん・咲香さん宅（森）

鈴木フジイ　志久見（89歳）
①
志
久
見
生
ま
れ
。
学
校
を
出
て
か
ら
豊
田
の
工
場
で
働
い
た
。
数
年
後
、

実
家
に
呼
ば
れ
20
歳
で
結
婚
。
家
が
学
校
の
隣
な
の
で
、
下
校
に
な
る
と

下
宿
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
家
に
き
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
取
り
合
い
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
母
と
子
ど
も
た
ち
の
や
り

と
り
が
お
も
し
ろ
く
、
今
で
も
思
い
出
す
と
笑
っ
て
し
ま
う
。

②
4
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
。

③
子
ど
も
は
宝
。
子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば
楽
し
い
思
い
を
し
て
こ
ら
れ
な

か
っ
た
。
子
ど
も
が
い
て
、
孫
が
い
て
こ
れ
ほ
ど
楽
し
み
な
こ
と
は
な
い
。

体
は
丈
夫
が
一
番
。
こ
れ
か
ら
は
風
邪
を
ひ
か
ず
、
体
に
気
を
つ
け
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
。

①
津
南
町
反
里
生
ま
れ
。
下
高
井
農
林
高
等
学
校
卒
業
後
、
水
内
農
協
へ

就
職
。
昭
和
26
年
か
ら
は
養
蚕
作
業
技
術
員
と
し
て
秋
津
農
協
に
13
年
、

朝
日
農
協
へ
13
年
勤
め
、
昭
和
61
年
2
月
に
退
職
し
た
。
夏
場
は
飯
山

線
で
通
い
、
冬
場
は
下
宿
し
た
。
卵
か
ら
幼
虫
が
か
え
る
と
、
温
湿
度
の

管
理
を
す
る
た
め
に
1
週
間
か
ら
10
日
間
泊
ま
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
な
か
な
か
大
変
だ
っ
た
。

②
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
仕
事
が
ひ
と
段
落
し

た
秋
に
、
慰
労
会
と
し
て
職
場
の
仲
間
と
温
泉
旅
行
へ
行
っ
た
こ
と
も
楽

し
か
っ
た
。

③
若
い
う
ち
は
体
を
粉
に
し
て
働
く
こ
と
。
続
く
限
り
は
ズ
ク
出
し
て
働
き

た
い
。

髙橋門平　青倉（85歳）

年輪　（143）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

宮川季久　森（89歳）
①
野
田
沢
生
ま
れ
。
学
業
を
終
え
て
か
ら
数
年
百
姓
を
し
て
、
森
林
組
合

に
勤
め
た
。
そ
の
後
東
京
で
数
年
働
き
、
栄
村
へ
戻
っ
て
き
て
30
年
程
材

木
屋
を
し
な
が
ら
、
商
工
会
長
も
や
っ
た
。
昭
和
20
年
に
森
に
移
り
、
そ

の
後
結
婚
。

②
森
林
組
合
に
勤
め
て
い
た
時
に
、
自
分
で
担
当
し
た
仕
事
を
や
り
遂
げ
、

み
ん
な
に
喜
ば
れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
や
台
湾
、
ハ
ワ
イ

な
ど
の
海
外
旅
行
も
楽
し
か
っ
た
。

③
間
違
っ
た
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
か
か
な
ら
ず
ど
こ
か
で
活
き
て
く

る
。
年
を
と
る
と
人
の
世
話
に
な
る
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
が
、
で
き

る
だ
け
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

紗
さ ら

愛ちゃん（5さい）

アイス大好き♥
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○しめなわ教室
　期　日：12月17日（土）
　時　間：午後2時から
　会　場：栄村公民館
　持ち物：はさみ、しめ縄に
　　　　   装飾したいもの

○村民アルペンスキー教室
　期　日：1月21日（土）
　時　間：午前9時から
　会　場：さかえ倶楽部
　　　　　スキー場

○みみだんご教室
　期　日：2月11日（土）
　時　間：午前9時30分から
　会　場：栄村公民館
　持ち物：エプロン、三角巾

○村民スキー大会
　期　日：2月5日（日）
　時　間：午前8時30分から
　会　場：さかえ倶楽部
　　　　　スキー場
　申込締切：1月27日（金）

　

今
年
は
雪
の
少
な
い
年
始
で
始
ま
り
、
村
長
選
挙
、
栄
村
歴
史
文
化
館
「
こ
ら
っ
せ
」

の
開
館
、
飯
山
線
で
Ｓ
Ｌ
運
行
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
が
栄
村
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
各
集
落
や
各
家

庭
に
お
い
て
も
様
々
な
で
き
事
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
日
本
全
体
を
見

回
す
と
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
栄
村
も
同
様
で
あ
り
、

村
の
活
性
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
決
定
打
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
本

年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
は
希
望
に
満
ち
、
村
民
が
元
気

に
過
ご
せ
る
年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
て
ま
す
。                　
　
　
　
　
　
　

   

正

編
集
後
記

　僕は今年、長野工業高等専門学校に入学しま
した。そして部活動では陸上部に入部し、中長
距離を主にやっています。9月に行われた新人
戦では3000ｍ障害で県大会に行けました。県大
会は残念な結果でしたがこれからのオフシーズ
ンは、来年1500mや5000mでも
県大会に行けるよう走り込みを頑
張りたいです。
　また、勉強も自分の夢がかなう
ように頑張りたいです。
島田佳祐さん（17歳）　青倉

　大久保に住んで４年になります。毎朝と毎夕に、
１歳の娘と一緒に、愛犬の散歩に出るのが日課
です。毎日少しずつ変わっていく景色を見ながら、
ゆっくり歩くのが好きです。散歩中、娘を見か
けた方からは声を掛けてもらったり、あやして

もらったりと、大久保の集落みん
なから大切に見守ってもらってい
るようで、とてもありがたいです。
栄村に嫁いできてよかったなあと
思える事の中のひとつです。
阿部絵美さん（36歳）　大久保　

公民館主催事業

教育委員会主催事業
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